
 川崎ラボラトリー研究室風景

この冊子は再生紙を使用しています｡

　皆さんが「川崎」と聞いてイメージ

するものは何でしょう？ここ川崎ラボ

ラトリー内でも試しにアンケートをと

ってみました。結果は予想通り、圧倒

的に多かったのが「工場地帯」と「ス

モッグ」というイメージでした。中に

は「競馬場」とか「お大師さま」とい

う回答もありましたが、概ね先入観と

しては「空気の悪い工業地帯」に集約

されるのではないでしょうか。

　でも川崎は実際に住んでみるととて

も便利なところですし、行政の努力に

も素晴らしいものがあります。道や公

園の整備に力を尽くしていますし、一

般家庭向けにはゴミの回収が毎日あり

ます。市民と密着した街づくりが成さ

れていると感じる街です。工場地帯の

空気も、車の排気ガスを除けば一昔前

とは比べ物にならない程綺麗になって

います。東京都と横浜市の間に位置す

る川崎市は、住むにも働くにも便利な

場所なのです。

　さて、ここ川崎ラボラトリーがある

のはそんな京浜工業地帯の入り口です。

脇を首都高速高架橋が中央にある片側

３車線の産業道路が走っているのです

が、ちょっとしたエントランスウェイ

を入って来るので道から建物は見えま

せんし、敷地内からは道路も見えませ

ん。周囲には木々の緑が多く、敷地内

には尾長やメジロなどの野鳥も多く見

られます。

　建物は、数多くの名選手を輩出した

旧日本鋼管の体育館をそのまま利用し

ていて、内部にガラス張りの研究室が

作られています。それはあたかも、ア

ラブのモスク（寺院）の内部をそのま

まカトリックの礼拝堂に作り変えてし

まったというスペイン・コルドバの観

光名所「メスキータ」のようだ…と強

引に言っているのですが、ちょっと無

粋な研究員には理解されずなかなか広

まりません。川崎ラボにお越しになっ

たら、是非「メスキータ」と呼んで下

さいね。
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